
研修プランＢ２１ 

講義等を振り返ることを通してその内容を深く理解する 
 
 
■目 的  （この研修プランとは別の内容の講義等の後に）研修した内容について、「自分の考え」

や「学び」をグループで表出(共有・協議)することを通し、研修内容をさらに深く理解す
るとともに、組織的な授業改善の取組につなげる研修会です。 

※研修の一部を省略して実施することも可能（最下段参照） 
 
■対 象  教育センター等 
 
■時 間  ５０分 
 
■形 態  全体→個人→グループ１→グループ２→個人→全体 
      ※グループの分け方： 
       グループ１：可能な限り担当学年、教科、経験年数等混合の４人程度のグループ編成 

グループ２：グループ１とは違う４人程度のグループ編成 
 
■準備物 
      □付箋小（2.5cm×7.5cm、水色、20 枚くらい） 
      □付箋大（10cm×7.5cm、黄色、２枚） 
       ※サイズ、色は一例 
                                               
       
●研修前 
○運営担当者は事前(別に行われる講義前)に研修参加者に次の連絡をしておく。 
・付箋小を配布し、研修(講義)資料の大切と思う所、同僚に伝えたいと思う所に付箋小を貼り、メモ

をするように伝える。 
・この付箋小が本研修(講義後の演習)で利用されることを伝える。 

 
●研修 

流れ
 

進め方
 

留意点等
 スライド 

番号 
１ 研修の説明 
【全体】(２分) 
 

○目的と流れについて
説明する。 

 

○目的は上記「■目的」参照 
○流れは左欄「流れ」参照 
 

１ 
２ 

 
２ 研修の振り返り
【個人】（９分） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇ワークシート左側に
個人の振り返りを記
入する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇記入に当たっては、次の内容を伝える。 
・付箋小を貼り直したり、直接記入したり

しても良い 
・直接付箋小を貼り直す場合は、付箋は紙

面の関係上８枚まで貼ることができる 
・付箋小の記入が間に合っていない場合は

用紙に直接書き込むことも可能 
・「自校などで伝えたい内容」から書き始

める 
・この後、グループでは回し読みをする 
・資料にスライド番号がない場合は記入し

なくて良い 
 

３ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 共有・協議１ 
【グループ１】（15
分） 
 
 
 
 

○グループ１で共有・協
議を行い、考えを広げ
る。 

 
 
 
 

○グループで司会者を立てる。 
〇共有・協議は次の手順で行う。 
・グループでワークシートを回し読みする 
・最低限の質疑のみ行い次の協議に向かう 
・協議では、共通点や相違点をもとに、多

数の内容や少数でも良いと思う内容な
どをワークシート(右側)にメモする 

４ 
５ 

 
 
 

 
 



 
 

   

４ 移動 
【全体】（４分） 
 
 

〇グループ２をつくる。 
 
 
 

〇移動方法を説明する。 
〇グループで移動先を確認後、ワークシート

等を持って移動する。 
 

６ 
 
 
 

５ 共有・協議２ 
【グループ２】(12 分) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○グループ２で共有・協
議を行い、考えを深め
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 

〇グループで司会者を立てる。 
〇共有・協議は次の手順で行う。 
・自分の意見とグループ１で出た意見を発

表する 
・２人目以降、発表内容が重なった場合は

省略する 
・最低限の質疑のみ行い次の協議に向かう 
・協議では、共通点や相違点をもとに、多

数の内容や少数でも良いと思う内容な
どをワークシート(右側)にメモする 

 

７ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６ 省察・まとめ 
【個人】（４分） 
 
 
 
【全体】（４分） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○省察を付箋大に記入
し考えを再構築する。 

 
 
 
〇代表の発表をもとに

演習をまとめる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇次の振り返りの視点で振り返る。 
・演習を通して、どんな深まりがあったか 
・演習を通して、どんなことが新たに見え

てきたか 
 
〇代表１～２名の発表を通して、演習をまと

める。まとめる時の視点の一例は次の通
り。 
・演習への参加の様子…積極的な共有がで

きていた等 
・共有では、自分や学校の実践とつなげて

考えていた人やグループもいた等 
・多様な共有をすることで研修内容をさら

に深く理解した等 
これは、対話的な学びの 
・聞く(input) 
・考える･処理する(intake) 
・話す･表現する(output) 
のプロセスで、自分の考えを広げ深める
体験といえる 

・併せて、授業での振り返りの重要性の理
解につなげる 

〇ワークシートは、勤務校等で、研修報告等
を作成にもつながるので活用することを
伝える。 

 

８ 
 
 
 

 
９ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
※１ 研修を 25 分で実施する場合の一例 
 ①個人で研修内容を振り返る(７分) 
 ②グループでそれぞれの考えを伝え合う(13 分) 
 ③省察・まとめ（５分） 
 
※２  個人のワークシート左側のイメージ 
     


